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平成 22 年 8月 23 日 

各     位 
会 社 名  株 式 会 社 ア ー ム 電 子 
代表者名  代表取締役社長 佐 藤 雅 美 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード６６７１） 
問 合 せ 先 
役職・氏名 常務取締役 佐 藤 洋 成 
電話番号  ０４２－６２４－６５１１ 

 

 
民事再生手続き開始申立てに関するお知らせ 

 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、民事再生手続き開始の申立てを行うことを決議し、本日、

東京地方裁判所に申立てを行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 このような事態となり、株主様、お客様、お取引先様、その他関係各位皆様に対しまして多大なる

ご迷惑とご心配をおかけするところとなり、誠に申し訳なく、深くお詫び申し上げます。 
 
 

記 

 
１．申立てに至った経緯 

平成 19 年頃より、当社の属する電子回路基板業界では、受注が低迷し始め、それまで試作品会社と量産

品会社に分かれていた業界の垣根がなくなっていきました。そのため、試作開発品中心のビジネスモデル

を構築してきた当社にとっては、量産品会社の価格設定での厳しい価格競争を余儀無くされ、販売価格は

下落し、売上の低迷と収益の低下を招いていきました。 

平成 20 年のリーマンショック後の世界的不況により電子回路基板業界の需要は低迷し、価格競争も一段

と激化しました。価格は下がる一方であり、当社の売上高は平成 20 年 5 月期の 4,140 百万円から平成 21

年 5 月期は 2,929 百万円へと激減し、営業損失となりました。 

業績の低迷に対し、販売単価の見直し、経費削減等により収益の改善に取り組んで参りましたが、平成

22 年 2 月、子会社である株式会社ダイヤテックにおいて不適切な会計処理が発覚したことで、親会社であ

る当社の信用も悪化し、受注はさらに落ち込み、資金繰りが逼迫する状態となりました。 

このような状況を踏まえ、今後このまま資金繰りが逼迫した状態が続けば、支払不能など事業継続に著

しく支障をきたす事態が見込まれ、関係者の皆様に一層のご迷惑をおかけする恐れがあることから、事業

の再建を図るため、やむを得ず民事再生手続き開始の申立てを決定いたしました。 

 

２．負債総額  約 62 億円 

 

３．今後の見通し 

今後は、裁判所及び監督委員の監督のもと、事業を継続し、再建を図る所存です。また、スポンサーの

募集・選定を行い、その支援を得ることを検討しております。なお、当社が民事再生手続き開始の申立て

を行うのと同時に、子会社である株式会社ダイヤテックは、破産手続き開始の申立てを行っております。 

当社は、民事再生手続きの中で、役員・社員共に一丸となって再建に向けて尽力してまいりますので、

金融機関様、お取引先様をはじめとする関係各位皆様におかれましては、何卒ご理解とご支援、ご協力を

賜りますようお願い申し上げる次第であります。 

 

４．ＪＡＳＤＡＱ等における株券上場廃止基準の特例第 4 条 1 項に規定する再建計画等の審査に係わる申請の有無 
 

ＪＡＳＤＡＱ等における株券上場廃止基準の特例第 4条 1 項に規定する再建計画等の審査に係わる申請は 

行わない予定です。 
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５．申立ての概要 

(1)申 立 日  平成 22 年 8 月 23 日 

(2)管轄裁判所  東京地方裁判所 

(3)申立代理人  東京丸の内・春木法律事務所 弁護士 宮川勝之 他３名 

(4)監督委員  成和明哲法律事務所 弁護士 渡辺昭典 

 

 

６．当社の概況 

(1)商     号 株式会社アーム電子 

(2)本 店 所 在 地 東京都八王子市叶谷町 1055 番地 

(3)設 立 年 月 日 昭和 55 年 6 月 19 日 

(4)代  表  者 佐藤雅美 

(5)主な事業の内容 電子回路基板及び電子部品の製造、販売 

(6)資 本 金 の 額   1,066,470,000 円 

(7)株 式 の 状 況 発行済株式数 普通株式 4,477,000 株 

(8)株 主 の 状 況（平成 22 年 5 月 31 日現在） 

 株 主 総 数 1,784 名 

 大株主の状況 佐 藤 雅 美     45.1% 

   佐 藤 洋 成     4.6% 

   アーム電子従業員持株会 3.5% 

(9)従業員の状況 200 名（平成 22 年 8 月 10 日現在） 

以上 


